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■事業内容■ 

  

１ 環境管理に伴う調査・測定・化学分析        

２ ダイオキシン類に係る濃度計量証明 

３ ビル管理に伴う水質検査･空気環境測定   

４ 水道法第 20 条に基づく水質検査 

５ 土壌汚染対策法に基づく土壌汚染状況調査 

６ 労働衛生管理に伴う作業環境測定 

７ トータルサニテーション管理 

８ 委託試験・研究・開発 
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 平成１５年度の「化学物質環境汚染実態調査」の結果が中央環境審議会・化学物質評価専門委員

会での審議を経て、１７年３月３１日までに１６年度版「化学物質環境実態調査－化学物質と環境－」とし

てまとまりました。 

 選定された調査物質を対象に、（１）対象化学物質の環境残留状況把握のための初期環境調査、（２）

ヒトや生物への対象化学物質の暴露量を把握するための暴露量調査、（３）ＰＯＰｓ条約や改正化審法

対象物質のうち、環境基準が設定されていない物質のモニタリング調査が実施されました。 

 このうち初期環境調査ではＨＣＦＣ類など１５物質（群）ののべ２０物質（群）・媒体を調査し、うち水質

から２物質（群）、底質から３物質（群）、水生生物からは１物質（群）、大気から３物質（群）が検出されまし

た。 

 暴露量調査では７物質（群）のべ１０物質（群）・媒体を対象とし、オクタブロモジフェニルエーテルが

水生生物、２，４－ジニトロフェノールが水質、フェノールが水質、ペルフルオロオクタンスルホン酸（ＰＦＯ

Ｓ）が底質と水生生物、ペルフルオロオクタン酸（ＰＦＯＡ）が底質と水生生物から検出されました。 

 またモニタリング調査では、ＰＯＰｓとヘキサクロロシクロヘキサン（ＨＣＨ）、有機スズ化合物、テトラブ

ロモビスフェノールＡ－－の計１１物質（群）ののべ４０物質・媒体（底質と生物は１１物質（群）、水質と大気

は９物質（群））を調査したところ、ＰＯＰｓ物質（注１）については、アルドリンが鳥類で、トキサフェンが水

質と底質で検出されませんでしたが、ほぼ全物質が水質、底質、生物（魚類、貝類）、大気から検出さ

れ、有機スズ化合物も底質、生物（魚類、貝類）いずれからも検出されるという結果が得られました。 

 

（注１）ＰＯＰｓ物質はＰＣＢ類、ヘキサクロロベンゼン（ＨＣＢ）、ドリン類、ＤＤＴ類、クロルデン類、ヘプタクロ

ル類、トキサフェン、マイレックス。 
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